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ICTを活用したバーチャル修学旅行 

Minecraftで日本文化研究 

2020年 10月 29日(木) 9：00～15：00 
 麗澤中学・高等学校（千葉県柏市/校長：松本 卓三）の中学２年生では、新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、2020年度の修学旅行は ICTを活用した、バーチャル世界において実施します。具体的

には、ゲームソフトである「Minecraft」内に、訪れる予定であった日本文化に関する建造物を建設

し、再現します。 

本来、中学２年生は関西研修旅行として、伊勢・奈良・京都を訪問し、日本文化について学ぶ予定で

した。しかし、今年はコロナの影響で、7月の時点で中止が決定されました。その後、旅行の代替案に

ついて検討してきましたが、生徒のアイデアからMinecraftによる日本文化研究に決定しました。なぜ

なら、Minecraftには楽しむ要素に加え、高い教育的効果を見込めるからです。まず、Minecraftは、

プログラミング教育へのスムーズな導入が期待できます。また、数学やスポーツで必要な空間認識能力や友

人との協働学習を通 してのコミュニケーション能力の養成ができます。仲間と一緒にバーチャル上で旅を

し、日本文化に関する研究という同じ目的のために共同作業をするというのは、修学旅行に替わるもの

としてふさわしいと考え、実施に至りました。Minecraft内のバーチャル世界の中で、生徒たちは修学

旅行で訪れるはずだった伊勢、奈良、京都の歴史的建造物を建設し、細部まで再現します。 

この取り組みの目的は①「バーチャル世界上での共同作業を通して仲間との思い出を作る」②「歴史

的建造物の細部まで研究し、その意味について考える」③「仲間同士での教え合い、学び合いの機会を

作る」④「プログラミング教育に活用できるMinecraftに学年全員が慣れ親しむ」の４点です。 

この取り組みを進めていくにあたって、Minecraftが得意な生徒により構成されたプロジェクトチー

ムを発足しました。Minecraftについては、教員以上に詳しい生徒が何人もいます。そういった生徒

に、リーダーシップをとってもらい、得意分野で活躍できる場としても活用したいと思っています。 

中学 2年生の学年部長である秋元 誠道(あきもと しんじ)先生は「生徒たちの可能性は無限大です。コ

ロナ禍だからといって修学旅行で行けるところを県内や現存する世界に限定する必要はありません。こ

れからを生きる生徒たちには、バーチャルという新しい世界にも飛び込んでいってほしいと思っていま

す。そして、これまでゲームで楽しむだけのものだったバーチャル世界が、学びの場であり、思い出づ

くりの場にもなるということを、体験を通して知ってほしいです」とコメントしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (生徒作品例：寺と倉庫)                  （生徒作品例：平城京の門だけ） 

【バーチャル修学旅行】 

日時：2020年 10月 29日（木）9時 00分〜15時 00分 

対象：麗澤中学 2年生（152名）内容 Minecraftによる修学旅行「伊勢・奈良・京都の建物を再現」 
 

【麗澤中学・高等学校について】 

麗澤中学・高等学校は昭和 10年、 創立者の廣池千九郎（法学博士）が「道徳科学専攻塾」を現在のキャンパス（千葉県柏市

光ヶ丘）に開塾したことから始まります。2015年には中高一貫コースの「叡智コース」を新設。グローバル社会の中で、冷静

かつ客観的に物事の本質を見抜き、複雑な諸問題を解決していく総合的な人間力である「叡智」を携えた真のリーダーを育成

するため、開校以来、蓄積してきた研究成果と実績を活かし、さらに麗澤らしい教育活動を展開していきます。 

【本件に関するお問合せ先】麗澤中学・高等学校 URL: https://www.hs.reitaku.jp/ 
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